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胞衣を祀る神社

～筥崎八幡宮の事例を中心に～

福西大輔

はじめに

日本各地には胞衣を祀る神社がある。胞衣を祀る神社とは、胞衣をご神体として祀る、あるいは祭

神とは別にﾈIlI社の境内に胞衣を祀っている神社とする。具体的にいえば、前者は神奈川県の身代不動

内にあった胞衣神社のように胞衣を埋めたところ（胞衣塚）が杓|'社になったものである。後者は東京

都の根津神社に埋められている徳111家宣の胞衣や京都府の春日大社に埋められている仁孝天皇の胞衣

のように神社がもともとあり、その境内に胞衣を埋めて祀っているものである。

こうした習俗がいかにして成立したのか、その背景を考え、特に「胞衣祭り」を行っている福岡県

福岡市東区箱崎の筥崎八幡宮を通して、胞衣と八幡信仰の関係を中心にみていきたい。その際、胞衣

を祀ってきた祭祀者に注目する。

1．胞衣と神社

胞衣は胎児を包んでいる胎盤のことで、後産ともいわれる。これが出て分娩が終わる。

その胞衣は、一般的に民俗社会において人々には特別なもの、呪術的存在だと考えられていた鑑'・

胞衣は家の床下や玄関の敷居の下、墓地、あるいは恵方を選んで埋めなければならないという話が伝

わっている。これらの埋める場所は、人が普段踏まないところ、逆に多くの人が踏むようなところで

なければならいという決まりに基づいている。

また、胞衣の持ち主は胞衣の上を雌初に通ったもの、例えば、蛇や犬などが胞衣を埋めた上を通る

と、胞衣の持ち主がその動物を－生怖れるという伝承もある．そのため、父親が一番はじめに威厳を

保つために踏まなければならいないという話も伝わっている。

その一方、胞衣は出血とともに女性から出るために、盆維ｊなどの影響で稜れたものだと考えら

れている。また、１１１本ひろ子によれば、室町時代に成立したｉ荒神講式」に胞衣を荒神として信仰し

ていた記述があるという蕊2．

こうしたことをふまえ、各地の胞衣を祀る神社を見ていきたい。

表「神社と胞衣」は、日本各地にある胞衣を祀る神社の事例をまとめたものである。事例が少なく、

さらなる調査研究の必要性があるが、概要をつかむ参考にはなるｃ表からは胞衣を祀る神社は、安産

祈願や子育て祈願などの産育祈願の信仰の対象となっていることがわかる。例えば、千葉県一宮町枇

杷畑の胞衣神大明ﾈ111や岐阜県高山市江名子町の荏名神社では、安産祈願の対象となっている。千葉県

一宮町枇杷畑の集落では、女性の集まりや子安識などには胞衣ﾈ''1大明神と唱えてから産育祈願に関す

る行事を行っていったという。また、島根県大社町の胞衣神社では乳受けの祈願対象になっている。
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これらの胞衣を祀る神社で埋められる胞衣は大きく３種類に分けられ、１つは地域の人々の胞衣を

共同で埋めたもので、神奈川県川崎市身代不動内の胞衣神社のように付近の産婦たちが胞衣を持って

来て埋めたものである。もう１つは天皇などの高貴な身分の者たちのもので、京都府東山区五条橋の

若宮八幡宮のように孝明天皇の胞衣を埋めたものである。

そして、３つ'二1のものが神の胞衣である。岐阜県中津川市にある恵那ﾈIlI社では、天照大神の胞衣が

埋められているといわれている。

この３種類に分類しきれないものとして八I幡神の胞衣がある。八'幡神の胞衣は、天照大神の胞衣の

ような神の胞衣と、天皇などの高貴な身分の人々の胞衣との｢'''111に位置するものだと考えられる。八

幡神は応神天皇と同一視されているからである議鮒。もともと八幡ﾈ''1と応神天皇の霊は別の存在として

考えられていた。だが、古代の或る時ﾉﾘj以降、八|幡神＝応神天皇という構図ができたとされている。

八幡神の胞衣はjI:'1歌山県の衣奈八|附ﾈ''1社や福岡県の筥崎八幡宮に埋められたという伝承がある。筥

崎八幡宮では「胞衣祭り」という胞衣にちなんだ祭りもなされている。

こうした胞衣を祀る神社が生まれた要因の１つとしては、子の胞衣を父親が威厳を保つために一番

はじめに踏むと良い、あるいは胞衣の上を一番はじめに通ったものをその胞衣の持ち主が生涯恐れる

ようになるなどの事例があるように、胞衣の扱いがその持ち主である子に大きな影響をあたえるとい

う伝承があると思われる。この伝承に基づいて考えると、国を司る天皇などの胞衣は、国の安泰を考

える上でも大切に扱う必要がうまれ、胞衣をiiiuる神社が成立したのだと考えられる。ネ''1の胞衣となれ

ばなおさら重要となるｃ

しかし、そこには出産の稜れを嫌うという、神道などにおける微れの考えと矛盾するものが生まれ

てしまう。そのため、出産の稜れを嫌う神職やそれに準ずる聖職者たちが、直接、胞衣を祀ってきた

とは考えにくい。そこで、こうした神社に胞衣を祀った人々はいかなる人たちであったのか、次に考

えていきたい。

2．胞衣と河原者

①胞衣をめぐる人々

神社に胞衣を祀っていた人々はいかなる人たちなのかを考える上で興味深い研究がある。河原者の

ような清めの役割を担ってきた人々と産育儀礼との繋がりがあったことが論じられている蟻１．

保立道久は中世の皇族や貴族の出産の際には111伏や陰陽師たちが関わり、横井清などは胞衣を埋め

る際に河原者たちが関わっていたことを指摘している鑿5･

北野晃や大本懲夫は「蟹守（掃守)」といわれる平安時代のii1jめの職と「蟹守」という産育に関わ

る習俗との関迎を言及している霧６．Ｊ|必安時代には、宮中の儀式の場を設営し掃き清めていた蟹守（掃

守）という職があった。そして、鹿児島県奄美大島や沖純諸島では、蟹守という出生七日'三1の赤子が

産室からの初めての外出の際に赤子の額や身体の上をはわせて、赤子の成長と出産の稜れを払うとい

う意味合いのある習俗が残っている。この習俗と平安時代の職掌の名称が「蟹守（掃守)」であり、

７古語拾遺」には「箒を作り蟹を掃ふ」とあることから、iili将には関連があったのではないかと推測

している。

中村禎肥は、平安初期には皇族・働族は中匝|の影響を受け、二１２１１ｺに胞衣を埋める方法であったが次

第に影響が弱くなり、胞衣を高所にliilいたり、吊るしたりする}二1本独１ｺの方法もうまれていったので
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はないかと述べている:．７．その11で、’'１１１上米期から近世初期にかけての権力肴の胞衣納法は、伊勢

流．小笠原流などの伝11,:が伝わっており、それらによれば、iHj位のものたちは、家や''１の岡所に安置

し、それ以外の人たちは敬地内に111めていたという。そして、近''t初101になると犬!;!L家の胞衣は吉田

,,,に埋められるようになったと考えている。この吉田山は1484年にililll兼倶が全|通|の神を合祀し、吉

田神道をはじめたところでもあった。このあたりに神道と胞衣の'}Uわりの起源がみられるのではなか

ろうか。

また、神功!；ﾘ行が,Ｍ(''１天皇を'}I産する時に協力したことを'二１分たちのｲ'::21jのはじまりとして説いた

文書をもっていたil1I11i(肴もいた。

Ⅱ②「八幡重来授与記［（京都千本）

石清水八幡宮のlilil辺にいた１１ﾘｌｊ;〔者たちは神功皇后が応神犬!;&を１１}産する時に協ﾉ」したことを誇}〕に

し、そのことを記した文普を持っていた。彼らが持っていた文hll:は１.八幡重来授与記」（京都千本）

と呼ばれるもので、いわゆる「河b;(巻物.：の１つである。その一部を紹介すると以下のようになって

いる。

一人塁拾（'１ﾋｲ''1功后三漢退治と時、博伽多之河原にて培宮誕生、栴陀共集り'１:能皮越以四面に

張、防風近遜と森之ＩＩＪ神木御I)、以炎陥涌湯令洗浄、依之ｌｉＬ帝安陰、蒋宮砂’'1術阪朝時至心

身堅固、人!;Ｌ拾六l1Mlli神Jlifljii陀共イイ勅許行之定目、許容之伽條々

これは、神功!;|L后の111塵の手伝いをした功績によ})牛の皮の他１１１権利を得たということを主張する

もので、河11j(荷とｌｑｌｌ功製后の|Ⅱ賑の伝承を結びつける史料である。Ｌ~八幡亜来授ｌｊ・記」は京都千本以

外にも盛llj本、1,1内本、北条本などがある。これら「八幡血来授!』紐」は17.181U:紀のころ、石清水

八幡宮に近いところで作成されたと脇lll修は考えている蟻鮒。

「八幡Z1r来授Lj・紀」には、神功Ｗｉ~iの|Ⅱ産場所は「樽伽多とi１１１$〔」と記ilifされ、簡崎八幡宮のこと

だと考えられる。笛崎八幡宮は文治元年（1185）に石清水八幡1;「の別宮に位悩付けられている。

そこで、笛崎八幡宵のことを少し巷えてみたい。

3．筥崎八幡宮

①筥崎八幡宮の概要

筥崎八幡宮は笛１１１＃宮とも称し、柵|M1!｢し福岡市箱IliKi町にあI)、式|ﾉ(1社で、筑前国一之闇、’1]官幣大社

であった（ﾘｺﾞﾋﾞ兵ｌ）。祭神は応神犬HL・神功皇后・玉依姫命である。天平宝字３年（759）創建説があ

るが、現ｲI;は、延災元年（923）筑iiiilMl波郡の大分宮から移11砿されたと考えられている。延喜20年

(921)、託ifi:が-1,.り、大分宮では工悠があるため、頓宮のあった笛llIi1i（輔崎）に新宮が営まれたとい

う。ちなみに~ﾐ感とは、まず、節会に参来する府官人が行路にある{If11ﾘ:髄''１宮に不敬である。ついで、

険阻な111越えのため、饗応の郡而117姓が苦しんでいることであり、そして、放生会は海上で行われる

べきで１１１１{|]の大分宮では不適｣1であるというニ

この笛llMi八'幟1;;境内には幾つかのｲ<社がある。東には池朋殿・武|ﾉＩ社・乙子殿・住吉殿・稲荷社、

西には龍王社・艦宮殿・仲哀殿・厳);&殿・民潤社がある。そして、応神火皇の御胞衣を箱に入れて、
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白砂青松の地に植え、松を植えたといわれる、その筥松があり、御神木となっている（写真２)。そ

の松の前に「敵国降伏」という額がかかっている楼門、そして拝殿・本殿がある。

筥松については、筥崎八幡宮に関する縁起では以下のように記されている。筥崎八幡宮に関する縁

起は、石清水文書の中に「筥崎宮縁起』と「筥崎官紀（記)』がある。「筥崎宮縁起』には「以神亀三

年乙丑、造穂浪宮云々延長元年癸米造立筥崎宮、依託宣、日穂浪官選此宮廷喜廿一年六月廿一日、

於観世音寺西大門、若宮一御子、七歳女子橘滋子仁就御志天、去地七尺上天託宣曰、（中略）欲移住

筥崎松原、有其故、昔我天下国土乎鎮護世利時、戒定恵筥、彼松原地所埋置也、佃其名乎筥崎号奈利、

(以下略)」とある。

また、（大江）匡房作とされる「筥崎官紀（記)』には「筥崎宮在西海道筑前国那珂郡、蓋八幡大菩

薩之別宮也、伝聞、理（埋）戒定慧之三筐、故謂之筥崎、其処之為躰也（以下略)」とある。このよ

うに「筥崎宮縁起」によれば、筥松の下には戒定恵の笛が埋まっており、八幡神（応神天皇）の胞衣

が埋まっているとは書かれていない。「筥崎宮記』にも同様に埋まっているのは戒定慧之三筐である

とされている。ちなみに戒定慧とは、仏教の修業の３つの方法で戒律と禅定と智恵のことだという。

この筥崎八幡宮では数々の行事がなされている｡１月１日に三元祭、１月３日は玉取祭、２月11日

は建国記念祭、２月17日は祈年祭、春季社日祭、５月27.28日はさつき大祭、６月第４日曜日に池島

殿祭、７月最終土日曜日に夏越祭、七夕祭は８月７日、９月１２日から１８日までは放生会大祭、秋季社

日祭、１１月23日は新嘗祭、１２月14日は御降誕祭、１２月31日は御胞衣祭がなされる。その中でも有名な

祭りは「玉せせり（玉取祭)」と「放生会」である。

まず、玉取祭は１月３日に行われ、約500年前にはじまったとされている。陰陽２つの玉のうち陽

玉にふれて頭上にかざすと幸運を授かるとされ、約250人の男たちが勢い水を浴びて玉を奪い合う祭

りである。

玉取祭は午後の1時より始まる．まず、絵馬殿で玉洗いの儀式があり、神官が陰陽２つの玉を洗い

清めて、しらしめ油をたっぷりとそそぎ、250ｍ離れた末社の玉取恵比寿神社に運び、神事のあと、

そこから子供達が競り合いながら玉を運ぶ、そして途中から大人の男衆に代わり、－の鳥居をくぐり

オイサー、オイサーと声をあげ、たちまち激しい争奪戦になる。途中、玉は高くかざされ、玉をかざ

したものは家門繁栄といわれている。

玉は最後には楼門で待ち受ける神職に手渡る。男衆は陸組（おかぐみ）と浜組（はまぐみ）に分か

れており、神職に最後に渡したのが陸組であれば豊作、浜組であれば大漁といわれている。

この祭りと同様ににぎわう祭りとして他の八幡宮同様に放生会があり、９月12日から18日まで行わ

れる。１２日には１８時より御神輿行列（お下り）といわれる行列がでる。１３日には大道芸大会が絵馬殿

前で13時からなされ、１４日には、博多文化人連盟による幕出しがなされる。幕出しとは、浜にある松

の木の枝を利用して大きな幕で囲み、その中で大宴会することで、昭和５年ごろまでは盛んにやって

いたが、景気が悪くなったことと、松喰い虫で松が倒れていったことなどが重なり、幕出しをする人

が少なくなり、今の形になった。その日の19時には御神輿行列（お上り）がなされる。そして、15日

には放生会の大祭が１０時からなされ、その晩には筑前博多ごま奉納が19時30分からなされ、２０時30分

には博多金獅子太鼓奉納がされる。１６日は石見神楽奉納が１９時からなされる。１８日には放生神事と稚

児行列が１４時ごろからなされてお祭りが終わる。

この筥111奇八幡宮を代表する２つの祭りには産育祈願に関わる八幡信仰としての側面は見当たらない。
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だが、これらの祭りに比べると派手さはないが産育と関わりのある祭りとして筥崎八幡宮では胞衣祭

り・三元祭がなされている。

②筥崎八幡宮の胞衣祭・三元祭

この筥崎八幡宮の胞衣祭・三元祭を西角ｊｌ:ｌ[慶編の「年中行事辞典」をもとに見てみたい鱗，。

三元祭

（前略）ＩＥ月元Ｈに行われる祭、年の始.)]の始・日の始というところから三元と名付けたもので、

この祭には、古風な搗杵で鴇いたターラゴ餅と称する海鼠形の鏡餅を神供とする。そのいわれは、昔、

応神天皇が十二月十四日に降誕され、御胞衣を大晦Ｈに至って筥崎の地に納められた。その夜は、徹

宵、埋蔵の儀に混雑を極めたため、鏡餅を描くことができなかったために神功皇后は筥崎浦の漁夫が

献じた海鼠を餅の代わりに召し上がったという故事に基づくものだという。

大晦日には同社で胞衣祭という祭典があり、この祭の終了後、箱崎町の漁業者が裸体になって海水

で身を浄め、そのまま神撰所に走り入り、ターラゴ餅を描き、これをﾈ''1鱗とする。なお、大晦日の夜、

社前の神木筥松（この下に御胞衣を埋めたという）の前に丸い金器に赤飯を盛って供える。これは、

安産祈願のためという。（以下略）

ちなみに胞衣祭（御胞衣祭）が12月31日になされた理11;1としては、応神天皇の誕生は12月14日だが、

御胞衣を筥崎の地に納めたのが12月31日だったからだといういわれが伝わっている。

御胞衣祭の式次第は、次のようになっている。１２月31｢|午後９時からなされる。

一、修祓一、開扉（奉楽）－、献餓（奉楽）一、祝詞奏上一、玉串拝礼一、撤鰹（奉

楽）一、閉扉（奉楽）－、退出一、末社巡拝

次に三元祭の式次第を見ると次のようになっている。１月１日の午後７時からなされる。

一、修祓一、開扉（奉楽）一、献鱗（泰楽）一、祝詞奏上一、玉串拝礼一、撤鱗（奉楽）

、閉扉（奉楽）一、退出一、末社巡拝

これらを見てわかるように胞衣祭りと三元祭も神職が行うこともほぼ同じであるが、大きな違いは

｢年中行事辞典」にあるように海鼠型の餅を三元祭の際に献鱗されていることである。

佐々木哲哉がまとめた「神仏分離以前における筥崎宮年中諸祭一覧」によれば、三元祭は「筥崎亀

鑑j'のZii保３年（1096）に記栽があり、このiii後には成立していたことは確実である蟻10.しかし、御

胞衣祭りに関しては記救がない。こうしたことから八幡における胞衣信仰も中世末から近世にかけて

成立したのではなかろうか。

一方、「改訂総合日本民俗語葉.〔によれば、福岡県博多地方では他所者のことをエナチガイと言い、

胞衣を埋めた所がこの土地ではないという意味からきたと思われる言葉が伝わっており、胞衣への特

別な思いがあった土地であることがわかる罐１１。
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また、先に述べたように笛崎八幡宮の八IIliﾈ''１（応神天ｌｉＬ）の胞衣が埋まっているという伝承のある

場所には笛松があり、信仰の対象となっている。そして、lWi崎の住人は古例として門松すら立てな

かったといわれている。これらのことは、先の横井清が境界｣二にある胞衣塚の上に松を植える習慣が

あったと指摘していることと合わせて考えると興味深い。

その｣二、先にもふれたように八幡の胞衣を蝋視するのは筒崎八幡宮だけではない。和歌山県１１高郡

由良町衣奈にある衣奈八幡神社でも応神火1ｉＬの胞衣が埋められているといわれ信仰されている。

これまでみてきた笛崎八幡嵩では、神功!iL后が応神犬111を1{}産したということが重要視され、その

ことを背litにして産育に関わる祈願の信仰が生まれていることが祭礼などを見てきてわかった。石清

水八幡宮でも秘祭として応神天皇の誕生を祝う祭りがなされ、宇佐神宮でも小規模ながらなされてい

る。広く各地の八幡宮でも産育祈願がなされていることは、拙稿「産育祈願に関わる八幡の偏仰～宇

美八幡宮の事例を１１１心に～」で指摘を行った｡'`'2。

また、石清水八幡宮には犬神人とよばれる神仏の直属比がいて、清めの役割を担ってきたことが網

野善彦などの研究によってわかってきている。犬神人はiiQlMl八幡宮にもいたことが知られている゛１３。

結びにかえて

胞衣を祀る神社があるということは、｜|}雌に様々な神社UU係者が関わっていたことを裏付けるもの

であった。中村禎LMLの考えをふまえれば、i1rl1l神道の影紳を受け、胞衣を祀る神社が中世末１０１から近

世初期に生まれ、それが広がっていったIﾘ能性が高い。それは胞衣の始末を担ってきた人々が神社等

にもいたIIJ能性を示唆するものでもあった。神社は不浄なものとして(1)産やそれに関与するものを

嫌ってきたといわれているが、これまで兇てきたように時代や神社によっては出産や胞衣などの不浄

とされたものも受け入れてきたことがわかった。

特に八幡信仰において、神功皇后が応神ﾉ〈県を出産したＨは筥崎八幡宮のように祭りの|]とされて

いる例もあった。八幡ﾈ111のｌｌｌｌ産諏は広がI〕を持ち、石ｉｉｌｊ水八幡宮やそのliIil辺にいる河原者のような清

めの役Ｗ１ｌを担う人々のllU与も考えられる。彼らは胞衣の始末や安産祈願などを通して、人々の舷育に

関わる１１１で神功皇后の出産伝承や御利益を広め、八幡信仰の拡大に寄与していったのではないかと推

測できた。そして、産育に関わる八幡信仰は八幡神の胞衣などが、信仰の一部を担っていることがわ

かった。

八'幡神は胞衣のｲＭ:によって、人と何じょうに出産で生まれたということにな})、人により近い存

在として、石清水八幡宮などでii1jめの役;l}１１を担った人々によって位慨づけられていった。その結果、

八幡神と応神天皇は別の存在であったものが、或る時１０１に八幡神が応神天皇と同一視がされる１１;(因の

一つになったのではなかろうか。あるいは逆に八幡神と応神天皇が同一視されることによって、八幡

神が人に近づくことになり、八幡神の胞衣という存在がうまれたとも考えることができる。

こうしたことが八Wi信仰の''1に平景清がiliUられる生'三1神ﾄI:のような人を神に祀る習俗の起源を生み

出す一つの要因になったとも著者は考えている。すなわち、川産という行為を通して、人に近い存在

になった八幡神に人が近づくことができると考えた結果が、人を神に祀る習俗の起源の一つになった

と思われる。その証拠に人を神に祀る習俗と捲宮八幡・新八幡といった八幡信仰が結びついている事

例は多くみられる獺Ⅱ。

なお、本論では神社などのiiliめを担ってきた河原者・犬神人・散所などの役割や時代的な叢異を厳
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密に押さえきれていないので、今後改めて検討したい。

註

新谷尚紀ｌ９９５ｉ死と人生のIjGlｲﾄ学」IMMlliM出版】)77～78

1[|本ひろ子１９９８「異神一l1ilull本の秘教的世界一」１りし卜|：

飯沼Iilf論２００４「八幡神とは何かjfIi1ll選書pl25～128

八輪抑＝応１'１'天皇という櫛造が成立した時期に関してはiilf説あ1兆６世紀末に大和大ﾈIll氏によって八

幡(郡'１の『|'に応神天皇の鑑の考えが持ち込まれた、あるいは８１比紀後半になって成立したなどの説が

ある。飯沼などは９世紀以降に八幡杣＝応神天皇が成立したと考えている。

河I!;(者にllUしては多様な議論があるが、ここでは「iilIh;(人」「河原乞食」あるいは「機多」や「消目」

などともⅡｆばれ、中世期から近1U:初'01において、死んだ』1二l1iの処1Mや造園などに関わった被篭別民を

さし、河li(瀞という言莱を広雑の愈味で使用する。

柵）|:iilil998『平凡社ライブラリー２３３的と胞衣’''111人の41』と死ｊ平凡社ｐ`１７～ｐ64、保立道

久1986年「１１１世の愛と従属絵巻の''1の肉体」平凡社Ｉ〕182～ｐ２１６

北野兇「蟹守と箒神一産育ｌＷＩｒ卜と蟹一」「西郊民|↑；」179や大水懲夫「蟹守」「'三１本民俗学大辞典」が

ある。

１１１村禎1111999「胞衣の生命ｊ海'1叫祉

IMllll修1991「河原巻物のlU:界」】(京大学出版会］)７３

i1ii/（１）|:nlZ慶編1958「三元祭」「ｲI:'１１行ﾘﾄﾞ辞典』来京雌１１１版Ｉ〕347～ｐ３４８

佐々木哲故１９８６「別表神仏分離以iiiiにおける笛峪樹fl2Il1iilf祭一覧」「福岡Tl丁立I雄山iff料航研究報

告１１１：鰯10染』福岡市立1Mi史溢料航ｐ４～ｐ５

慰崎宮伶人座１９７３「筥崎宮伶人座納崎組の歩み白倒崎宮伶人座ｐｌ４

柳ｌＩＩ１剛ﾘ)臘修、民俗學研究所編ｌ９５５ｉ改訂総合n本lje俗iWiiiu第１巻平凡社Ｉ〕185

福Wi大輔２００８「産育祈願にllUわる八幡の信仰～宇美八幡宮の］i例を中心に～」「熊本大学社会文

化研究６」熊本大学大学院社会文化科学研究科

網野溌彦２００５「FII世の非人と遊女jiiMi談社ｐ９`ｌ

柳lⅡMilﾘｊｌ９５２「人を杣にiiiUる風習」（｢柳H]唾|男全染ｊｌ３１９９０ちくま文蹴）ｐ６ｲ８

UlI1l]は「人を神に祭る風習は、八幡に起因すと認めがたきはもちろん…後代その風習の『'１盤をなし

たのが、八幡であったと６１:１分は考えておらぬ」といった上で、八幡に祀られる人を神にiiHlる習俗を

多く収１１上げている。

１
２
３

４

５

６

１
８
９
ｍ

１１

１２

1３

１４

参考文献

*網野雑彦２００５「Ili世の非人と遊女jiiNi談社

*飯沼1if治２００４『八幡神とは何か』プ(1111選ill：

*大本懲夫１９９９「蟹守」『}]本民俗学大辞典』吉川弘文iWi

*大胤建彦・IMilll稔・圭室文雄・'11本節編２００１「[1本のiqlI仏の辞典１大修館書店

*川I］謙二１９９３「日本神祇[|】来ＩＭ１ｕ柏(1):房

*北野兇２００２「蟹守と籍神一雄有習俗と蟹一」「西郊民俗ｊｌ７９１ｍｊ邦民俗談話会

＊佐々木哲故１９８６「別表神仏分離以lMiにおける鱈iMi宮ｲl:'1'術祭一覧」「福岡市立歴史溢料館研究報告

１!}：第lojlL1福岡市立歴史Yf料jWi

*佐鵬Ｗド1997「お産の民俗特にその俗信集」日本ＩＸ１１ＩＩ:刊行会
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＊新谷尚紀１９９５「死と人生の民俗学」曜曜出版

＊丹生谷哲－１９９４『岩波講座日本通史第８巻中世２非人・河原者・散所」岩波書店

＊中村禎里１９９９「胞衣の生命』海鳴社

＊西角井正慶編１９５８「年中行事辞典」東京堂出版

＊筥崎宮伶人座１９７３ア筥崎宮伶人座箱崎組の歩み」

＊萩原秀三郎１９９５「日本の祭ポケット図鑑」主婦の友社

＊福田アジオ・新谷尚紀・他1999,2000「日本民俗大辞典（上・下)」吉川弘文館

＊福西大輔２００８「産育祈願に関わる八幡の信仰～宇美八幡宮の事例を中心に～」「熊本大学社会文化

研究６』熊本大学大学院社会文化科学研究科

＊保立道久１９８６「中世の愛と従属絵巻の中の肉体」平凡社

＊村田正志1998「筥崎宮一由緒と宝物」筥崎宮

＊柳田國男１９５２「人を神に祀る風習」（｢柳田國男全集」１３１９９０ちくま文庫）

＊柳田国男監修民俗學研究所編１９５５「改訂総合日本民俗語葉』第１巻平凡社

＊山本ひろ子１９９８「異神一中世日本の秘教的世界』平凡社

＊横井清１９９８「平凡社ライブラリー２３３的と胞衣中世人の生と死」平凡社

＊盛田嘉徳１９７４「中世賎民と雑芸能の研究」雄山間出版

＊脇田修１９９１「河原巻物の世界」東京大学出版会

(表）神社と胞衣

場所・神社塙 内容 参考文献

１ 栃木県鹿沼市奈佐原町胞衣神社
出産した後産や流産児などを埋めて、産

子の成長を祈ったり、死児の冥福を祈った。

２ 栃木県鹿沼市塩山町胞衣ﾈ''1社

塩山の総代会が大正４年５月に胞衣神社

を祀る事を決議し、墓地の一角に祠を建立

した。胎盤などの後産を供養する祠に向

かって男児なら左手、女児なら右手に和紙

に包んだ胞衣を境内地に埋めて、その上に

父親の名を書いた胞衣札を差して、子の健

康を祈願した。

３
千葉県一宮町枇杷畑胞衣神大明

神

石祠があり、安産・子育ての神として信

仰をあつめてきた。集落の女性の集まりや

子安識などには、胞衣杣大明神と唱えてか

ら行事をおこなっていったという。

『日本の神仏の辞典」

４ 東京都文京区根津根津神社 徳川家宣の胞衣塚がiIll社境内西側にある。 ｢胞衣の生命」

５
神奈)１１県111崎市高津区下作延身代

不動内胞衣神社

昭和20年８月の終戦以前までは付近の産

婦たちが胞衣を持って来て、社の下に埋め

たものである。しかし、現在では、この社

の存在も参拝人もいなくなってしまった。

ｱ日本神祇由来事典」

６ 愛知県岡崎市康生町龍城神社
龍城神社境内には東照公（徳川家康）の

胞衣塚がある。
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場所・神社名 内容 参考文献

７ 岐!il県中津川市恵那神社

忠那神社には、神代のころ、伊邪那岐．

伊邪那美の大神から生まれた天照大神の胞

衣を洗い清めてこの地に納めたといわれて

いる Ｃ

｢日本の神仏の辞典」

８ 岐阜県満山市江名子町荏名神社
｢荏名（えな)」が「胞衣（えな)」と解

釈され、安産の神として信仰されている。
ｱﾛ本の巾|'仏の辞典」

９ 新潟県柏崎市大字上輪胞姫神社

文治年間、源義経が兄頼朝の追討を逃れ、

藤原秀衡を頼って奥州の地を目指す折、岻

劉坂にさしかかるや随従するその妾が産気

を１１１｛し、甚だ苦しみはじめた。武蔵坊弁慶

が当社社前にて、ひたすら祈願した処、さ

しもの苦痛もたちまちやわらぎ、めでたく

安産を遂げたので主従手を取り合って大い

に喜んだ。境内に誕生した若君の胞衣を納

め、「霊験あらたかな安産守護神よ」と泰

喪感謝して立ち去ったと伝えられている。

｢日本の神仏の辞典」

1０
和歌山県[]高郡由良町衣奈衣奈

八幡神社

応神天皇の胞衣が埋められている神社と

して信仰されている。
｢日本神祇由来事典」

11 京都府右京区西院春日大社

仁孝天皇の胞衣を埋め、木を植える。安

産・妄「.授け・乳幼児健康祈願の対象になっ

ている ０

｢胞衣の生命」

1２ 京都府東山区五条橋若宮八幡宮
孝Iﾘ}天皇の胞衣塚があI)、木が植わって

いる ｡

｢胞衣の生命」

１３ 京都府東山区粟田神社

貞飢18年（876年)、澗和天皇が国家と民

の安全を祈願されたのが始まりだといわれ

神社の一角に、光格天皇の御胞衣も祀られ

安産や子育てを祈願されている。

1４ 京都府吉祥院天満宮

天満宮の境内にある胞衣塚は当宮御祭

神・菅原道真公（845～903）が此地で生ま

れた時のへその緒などが納められている。

そこは中心にへそを象徴した丸い石が据え

られている。６月25日の菅公御誕辰祭には

安産御祈祷をしている。初宮詣りには、本

殿参拝後此塚の前にて小児の鼻をつまみ元

気な声を上げざせ無斗｢成長を祈るという。

此塚の玉石を喰い初め石としてお宮参りで

授与しておI〕百日あるいは百二十日で祝う

喰い初めの儀において軽く小児の口に添え

ると丈夫な歯が生えるとされている。

1５
京都府下京区仏光寺通猪熊西入西

[H町天道神社

天道ﾈIll社の境内に1ﾘ｣治夫皇皇后（昭懲皇

太1計）御胞衣埋納所がある。
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場所・杣社椚 内容 参考文献

産湯稲荷ﾈIlI社から束へ800メートルほど

の東成区玉津３丁Ⅱの交差点に、大小橋命
大阪府天王寺区小橋Ⅲ]￣産湯稲荷

(ﾈ１１１功皇后の近臣・訴大臣の子であり、藤1６
神社

原鎌足は大小橋命の十三代のちの子孫であ

るという）の胞衣塚が祀られている。

llRllI秀頓の胞衣塚を胞衣塚大lﾘ]ﾈ111として

祀っている。豊臣秀頼の胞衣塚は、彼が生

まれた大阪城の其南、現在の大阪11J中央区

Ⅱお産の民俗1１大阪府玉造神社 上1Ｉ１Ｊ－Ｔ１]にあったと伝えられる。そのの1７

ち現在の|可1Ｘ玉造二丁1三1玉造稲荷#111社境内

に移された。その時に社が造られたようで

ある（

侭|造家の人たちの胞衣を祀ったといわれ
111本のﾈIlI仏の辞典！島根県大社lllT胞衣神社1８

る神社で、乳授けのｲiﾔ仰があった。

筥Illif宮の境内にある筥松は、ネ111功皇后が

三韓征伐から帰｢T［'し、宇美の地で応ﾈ}'１天皇

｢年rl1行那辞典」を産んだ際、その御胞衣を箱に入れて''1砂福岡市来区箱崎一丁1１筥lllif宮1９

青松の場所に埋め、その印に'11【えたものだ

といわれている｡

※参考文献がないものは、著者による現地訓交・'１１１き取り等

悪≧人公

菖
謝
官
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灘蝋癖蝿ﾄﾞニー

(写真１）筥崎宮（筥崎八幡宮）

(写真２）筥松
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1６
大阪府x1Z寺区小慌|[『産湯ｲiillili

神社

産湯稲荷神社から束へ800メートルほと

の東成区i{漣３」~{|の交差点に、人小橘命

(杣功皇｝｢;の近:ｉｉ・Ｍ１大臣のＦであり、藤

ｌｌｉ(鎌足(よ大小橋命の:-Jﾐ化のちのf･孫であ

るという）のllu衣塚がiiUられている。

1７ 大阪｣il：＿丘造ｲlll社

蝿Ⅱ矼秀jIiiiの１１包衣塚を｣|包衣塚人Ｊ１ﾈ''1として

iiiUっている。幾１２i秀帆のⅡ2衣塚は、彼がﾉ１Ｋ

まれた大阪城の真南、現在の大阪llj.i:尖lx

1zlllJ・』・llIrあったと伝えらｵLる:：そのの

ち現派の司区|ﾐjtf：JL1lf造iilijllr:ｉｌ１ｌ社境内

ＩＦ移された。その時にｲi:が造られたようで

あるｃ

Ｉお産の比併」

１８ 島根県入社lllJlIu衣iqll社
I1il造家の人たちの)ItL衣をiiIiったといわれ

るﾈ11社で、ザ[』授け･のｲiﾔ仰があった`］
『'1本のﾈ''1仏のWﾄﾞリ

１９ 福岡市川Ll又納峪～１］湾llilf宮

筥崎樹の塊]ﾉLIにある筥松は、イlll功皇后が

苣韓征伐から１１１，}洞し、,ﾅと美の地で応ﾈ'１.犬114

を産んだ際、その御112衣を箱に入れて''1砂

Iir,Mkの湯所に埋め、そのFljに他えたものだ

ｋいわれている。

｢年jIj行引;辞典」
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TheShintoShrineisdedicatedtoThePlacenta

-TheStoryCentersroundHakosakiHachimanShrine-

FukunishiDaisuke

TherGisaShintoshrinetoellshrineaplacentainJapan、WithljheShintoshrhIetoenshrinea

placenta，IdoiLwiII1aShintoshrineworshipingaplacel1tainaShnltoshrineandthepreciIUctsto

enshrilleaplacentaasGod・Iwa11ttoLhinI<ａｌ〕ｏｕｌｈｏｗｓｕｃｈａＳｈｉｎｔｏｓ１１１ｉｌｌｅｗａｓfbrmed・

SuchaShintoshl･inewasallbctedbytheYbshi〔laShilltoall〔lwasliormedintheearlymoderntimes

fiPomanendinthemiddleages｣twasthethingwhichsugges[edthepossibilitythattherewerethe

peoplewllotookthGdisposaloftheplacentai】1aShmtoshrine、

IIlHachimanfaith,Iwasconsi〔Ieredinparticula1･tｏbethedayofthelbstivalonabirthday・Thestory

ofthebirthdayofHachimangodlladanexpallse,andtheparticipationofthepeoplewhomtherewas

aroundlwashimizuHachimanshrilIewasthougI11abouLAndlundersInodthatapIacenlaofHachiman

gｏｄｔｏｏｋａｐａｒｔｏｆｔｈｅｂｉｔｈ




